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大阪市こども青少年局 大阪市保育 ・幼児教育センターでは、平成 30 年度

から「保幼こ小連携・接続推進事業（大阪市）」に取り組み、令和７年度で 

８年目となりました。この事業では、小学校を核とした「連携・接続」の 

進め方、あり方の研究に取り組んできました。第１期から第４期の 12 研究 

ブロックでは、それぞれの状況に合わせた 「連携 ・接続」の実践研究の成果を

発信しました。 

文部科学省においては、「幼保小の架け橋プログラム」の取組を推進してお

り、このような国の動向も鑑み、 「保幼こ小連携 ・接続推進事業 （大阪市）」の

成果を盛り込んだ架け橋期のカリキュラム実践ハンドブックを作成しました。

就学前教育 ・保育施設 （以下、「就学前施設」と言う）から小学校へとつなが

る 【架け橋期】と言われるこの時期には、子どもたちが新しい環境で社会的な

関係を築き始めます。就学前施設と小学校においては、この架け橋期の円滑な

連携 ・接続をより一層高めることが求められています。乳幼児期及び学童期の

子どもそれぞれの発達の段階を踏まえ、一人一人の多様性や０歳から 18 歳の

学びの連続性を大切にし、教育 ・保育内容や援助、支援、指導方法を工夫する

ことが重要です。就学前施設同士も、就学前施設と小学校も、互いの教育・ 

保育を知り、円滑な連携 ・接続ができれば、これまでも各校園所で進めている、

一人一人の子どもを大切にした教育・保育が充実していくと考えます。 

 子どもを取り巻く全ての大人が連携し、日々の子どもの育ちを喜び合う 

ことで、子どもたち、保護者、就学前施設や小学校の教職員の 

ウェルビーイングが実現できるのではないかと 

期待しています。 
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